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３．町田市の現状について 2

① 町田市の位置と周辺の主な交通

• 町田市は、都心から30～40kmに位置し、多摩地域や神奈川県央地域などの周辺地域と地理的に深いつなが
りにある。

• 鉄道では、小田急小田原線、JR横浜線、東急田園都市線、京王相模原線、幹線道路では、国道16号、町田
街道、鎌倉街道、芝溝街道などがあり、多摩南部における交通の要衝として機能している。

• 町田市外周を東名高速、中央道、圏央道が走っており、市内南東部、横浜市との市境付近には東名・横浜町
田インターチェンジが立地している。

• 鉄道駅が市域の外縁部に存在しているため、市内の主要な公共交通としては路線バスが欠かせないものと
なっており、地域の足を支えている。

（１）町田市の概況

町田市の位置 町田市の主な交通

【出典】ともに、国土数値情報を用いて作成
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② 地勢と土地利用状況

• 町田市内の宅地面積は増加傾向にあり、市域の大部分は建物用地として利用されているが、北部の多摩丘陵
周辺では森林が広がっている。

• 市内南西部では比較的傾斜が少ないが、多摩丘陵が広がっている市内東部から北部にかけては平均傾斜角度
が６度以上の地域が広がっている。

（１）町田市の概況

100ｍメッシュ別の土地利用分布 250ｍメッシュ別の平均傾斜角度

【出典】ともに、国土数値情報を用いて作成

３．町田市の現状について
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③ 人口動向

• 町田市の2021年の総人口は約42.9万人となっている。

• 1970年から現在まで右肩上がりに増加しており、約30年間で２倍以上となった。老年人口比率も増加する
一方、年少人口および生産年齢人口比率は1990年以降減少傾向にある。

• 将来的に、総人口は2024年をピークに減少していくことが推計される中、2060年には老年人口比率が
40％まで上昇すると推計されている。

（１）町田市の概況

年齢階層別人口及び将来人口の推移

【出典】町田市統計書第２章「人口」（実績値）、町田市将来人口推計（推計値）

３．町田市の現状について
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④ 将来人口・高齢化の見通し

• 町田駅、南町田グランベリーパーク駅、多摩境駅等の鉄道駅周辺において、将来人口の増加が顕著である一
方、市内中央部の山崎地区や木曽地区、本町田地区では2040年までに１メッシュあたり100人以上減少見
込みの地域が集積している。

• 市内全域で、将来的な高齢化率は増加見込みで、2020年高齢化率と比較し2040年の高齢化率が10ポイン
ト以上増加する地域が市内各地に点在し、一部地域においてはすでに人口減少と高齢化が進行している。

（１）町田市の概況

250ｍメッシュ別の人口（2040年－2020年増減） 250ｍメッシュ別の高齢化率（2040年－2020年増減）

【出典】国勢調査

３．町田市の現状について
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⑤ 都市機能の分布状況

• 市街化区域内の大部分は、徒歩のみ若しくは、徒歩と公共交通を利用して、日常生活を支える医療・福祉・
商業施設等にアクセスできる状況にある。

• 特に、町田駅周辺等の高次の拠点（広域都市拠点・にぎわいとみどりの都市拠点）には、各種施設の集積性
が高い状況にある。

（１）町田市の概況

【出典】町田市立地適正化計画策定の方向性P23（2024年2月）

※①～⑮の都市機能施設の立地状況（徒
歩圏800ｍ、③④は1000ｍ）を100
ｍメッシュごとに点数化し、都市機能
の集積状況を点数で示した図
施設ごとの徒歩圏がメッシュにかかる
場合に１点加算（同種の施設が複数か
かる場合は施設数分を加算）

３．町田市の現状について
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（２）町田市の交通の現状

① 公共交通徒歩圏域

• 市街化区域内は、既存の公共交通の徒歩圏域により広範囲がカバーされている状況にある。

• 今後、新たに町田方面へ延伸が予定されている多摩都市モノレールにより、その利便性はさらに高まる見込
みである。

３．町田市の現状について

【出典】町田市立地適正化計画策定の方向性P27（2024年2月）
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② 鉄道等の利用状況

• 鉄道の乗車人員は、小田急線町田駅が最も多く、2023年度は約
4,640万人、次いでJR横浜線町田駅が約3,590万人となっている。
新型コロナウイルス感染拡大の影響やテレワークの普及などに
よって、ほとんどの鉄道駅において2014年比で乗車人員数が減少
しているが、東急田園都市線南町田グランベリーパーク駅および
京王相模原線多摩境駅では増加しており、特に南町田グランベ
リーパーク駅では、約1.3倍超に増加している。

• 路線バスの輸送人員は、新型コロナウイルス感染拡大等の影響に
よる落ち込みから徐々に回復傾向にあるものの、コロナ前の約
87％（2019年比）に留まっている。

• タクシーの輸送人員及び運送収入は、2020年から増加傾向にある。

（２）町田市の交通の現状

鉄道駅別乗車人員の推移 バス事業者別輸送人員の推移

【出典】ともに、町田市統計書第10章「運輸・通信」

３．町田市の現状について

タクシー輸送人員と運送収入の推移

【出典】東京ハイヤー・タクシー協会

※所在地が町田市となっている営業所の実績
※一般車及び福祉車の合計



自市内々 流出/流入
①自市内々

【バス】

②流出/流入

【鉄道】

町田市 2,581 16.8% 83.2% 7.0% 39.5% 34.0%

八王子市 2,862 19.1% 80.9% 6.8% 39.0% 32.8%

多摩市 1,067 14.1% 85.9% 8.8% 45.6% 40.4%

相模原市 4,013 20.5% 79.5% 2.5% 30.5% 24.8%

全OD量

（千トリップ）

地域間流動の構成比 代表交通手段構成比
全OD量に占める

①及び②の比率
市
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③ 交通分担率

• 第６回東京都市圏パーソントリップ調査によると、町田市関連の全流動のうち、
市内々移動のバス利用、市域を跨ぐ（市内→市外または市外→市内）移動の鉄
道利用を合わせると約34％を占め、他市と比較すると公共交通の利用が多い
傾向である。

• また、市内鉄道駅までの移動手段（駅端末交通手段）をみると、徒歩
（68％）が最も多く、次いでバス（17％）が多い。

• 町田市居住者における目的別代表交通手段別発生集中量の構成比をみると、通
勤、通学目的では鉄道やバスの公共交通が高い一方、業務や私事目的では自動
車が高い。

（２）町田市の交通の現状

バス, 17%

自動車, 4%

2輪車, 1%

自転車, 8%

徒歩, 68%

その他, 2%
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31％
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5％

21％

5％

56％

27％

38％

28％

23％

55％

18％

38％

41％

38％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

業務

帰宅

私事

目的計

鉄道 バス 自動車 二輪・徒歩

全OD量に占める地域間流動や代表交通手段の構成比

市内鉄道駅までの手段分担率

町田市居住者における目的別代表交通手段別発生集中量の構成比

【出典】いずれも、第６回東京都市圏パーソントリップ調査

３．町田市の現状について
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④ 自動車交通

• 道路交通センサス（2021年）によると、混雑度が1.00を超える区間が多数あり、市内各地で道路混雑が発
生している。特に、芝溝街道や国道16号は、混雑度が1.75以上で慢性的に渋滞が発生している。また、町
田街道や鎌倉街道の大部分の区間でも混雑度が1.25以上とピーク時周辺の時間帯を中心に混雑が発生して
いる。

• 市内各地の道路で、混雑時の旅行速度が20km/h未満の区間が点在しており、特に町田駅周辺では、
10km/h未満の区間が点在している。

（２）町田市の交通の現状

道路混雑度

【出典】ともに、道路交通センサス（2021）

混雑時旅行速度

※町田市周辺の道路を含む、道路交通センサス対象区間のみ可視化

混雑度 混雑状況の目安

1.00未満 混雑はなく、円滑に走行ができる

1.00以上1.25未満 ピーク時間には混雑が発生する

1.25以上1.50未満 ピーク時間周辺の時間帯においても混雑が発生する

1.50以上1.75未満 日中時間帯に混雑が発生する

1.75以上 慢性的に混雑が発生する

３．町田市の現状について
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⑤ -1 市内外の人の動き

【通勤目的の移動】

• 町田市居住者における通勤トリップは、多くの地域で都区部へ
の移動が見られる。都市圏全域の通勤流動についても同様に、
都区部への移動が大きく表れている。

• 都区部以外の動きとして、8105成瀬、8102南は横浜市へ、
8120忠生、8233相原は相模原市への流動が多く見られる。

（２）町田市の交通の現状

【出典】第６回東京都市圏パーソントリップ調査

通勤目的の移動における地域階層図

町田市の小ゾーン図

３．町田市の現状について
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⑤ -2 市内外の人の動き

【通学目的の移動】

• 地域内々以外の移動として、隣接地域への移動が多く見られる。

• 町田市外への動きとして、都区部、横浜市、八王子市へのト
リップは多い傾向にある。

• 8122相原から小金井市や8102南から平塚市への移動も若干見
られる。

（２）町田市の交通の現状

【出典】第６回東京都市圏パーソントリップ調査

通学目的の移動における地域階層図

町田市の小ゾーン図

３．町田市の現状について
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⑤ -3 市内外の人の動き

【私事目的の移動】

• 町田市居住者における私事トリップは、日用品の買い物等によ
る、地域内々の動きが大きい。日用品以外の買い物では、商業
地域である町田中心や、八王子市、川崎市、横浜市、相模原市
と、多方面への動きが見られる。

• 8101、8100町田中心においては、2ゾーン間での動きが大き
いことから、私事目的として町田駅を中心とした一つの生活圏
として確立されている。

（２）町田市の交通の現状

【出典】第６回東京都市圏パーソントリップ調査

私事目的の移動における地域階層図

町田市の小ゾーン図

３．町田市の現状について
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⑥ 路線バスの廃止・減便について（2025年）

• 2024年４月から適用された「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」に伴う運転士不足が深刻化
しており、市内関連路線を担当する営業所でも路線の廃止及び減便が実施されている。

（２）町田市の交通の現状

３．町田市の現状について

■市内を運行する廃止路線

起点～終点 運行終了日 便数

町田バスセンター ～ 青葉台駅 2025年3月28日 平日：片道1便

町田バスセンター ～ つきみ野駅 2025年3月28日 毎日：往復2便

相模原駅北口 ～ 聖蹟桜ヶ丘駅 2025年3月28日 毎日：往復3便

淵野辺駅北口 ～ 登戸 2025年3月29日 土曜：往復1便

南町田グランベリーパーク駅 ～ 若葉台
中央

2025年3月30日 休日：往復1便

町田バスセンター ～ 玉川学園前駅 ２０２５年９月３０日（予定） 平日：往復2便
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（３）市内の交通に関する取組

３．町田市の現状について

相模原

橋本

相原

唐木田

多摩センター

鶴川

町田

成瀬

つくし野

すずかけ台

南町田グランベリーパーク

長津田

多摩境
新百合ケ丘

玉川学園前

小田急多摩線の延伸

シェアサイクル

唐木田から小
山田、JR相模

原駅を経由し、
上溝に至る延
伸線を検討し
ています。

主に地域内の
移動手段とし
て、官民連携
により導入を
進めています。

玉ちゃんバス(北・東・南)

玉川学園前駅を中心に、計
3ルートが運行しています。

多摩都市モノレールの延伸

多摩センター
から山崎団地
等を経由し、
町田駅に至る
ルートを検討
しています。

かわせみ号成瀬駅ルート

成瀬駅を起
終点に、成
瀬が丘や都
営金森など
を巡回してい
ます。

小山田桜台・多摩南部地域病院間バス

小山田桜台～
山中集会所～
唐木田駅～多
摩南部地域病
院を結んでい
ます。

市民バスまちっこ

【公共施設巡回
ルート】

町田バスセンター
を起終点に、市役
所、市民病院など
を巡回しています。

ホームドア整備

1日の利用者
数が10万人

を超える駅に
対し、整備費
用の補助を
行っています。

【相原ルート】

ネイチャーファクト
リー東京町田～相
原～市民病院～
町田ターミナルを
結んでいます。
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（３）市内の交通に関する取組

３．町田市の現状について

① 町田市地域コミュニティバス等

【金森地区コミュニティバス「かわせみ号」】

✓ 年間約13万人が利用

✓ 2020年3月以降、新型コロナウイルス感染症の影
響を受け利用者が減少したこと、2022年4月減便
を伴うダイヤ改正を実施。

✓ 直近の数字では、回復傾向にある

【玉川学園コミュニティバス「玉ちゃんバス」】

✓ コロナ以前は、3ルート合計で年間60万人以上が利
用

✓ 地域にお住まいの方の足として定着

✓ 2020年3月以降、新型コロナウイルス感染症の影
響を受け利用者が減少したことに加え、2024年問
題を見据えて、2022年1月減便を伴うダイヤ改正
を実施。
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（３）市内の交通に関する取組

３．町田市の現状について

① 町田市地域コミュニティバス等

【小山田桜台・多摩南部地域病院間バス】【町田市民バス「まちっこ」】

✓ 市の中心市街地に点在する市民病院など公共施設の
アクセス性向上と、東西に長い地形に起因する交通
不便地域の解消のため運行。

✓ 公共施設循環ルートは年間約6万人、相原ルートは
年間約2万人が利用。

✓ 年間約４万人が利用

✓ 2025年3月17日から小田急線のダイヤ改正に伴い、
多摩南部地域病院発・小山田桜台行の17 時以降の
運行ダイヤを変更。
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（３）市内の交通に関する取組

３．町田市の現状について

玉ちゃんバス かわせみ号

小山田桜台
多摩南部地域病院
間小型バス

相原ルート 公共施設巡回ルート

補助金額 補助金額 補助金額 補助金額 補助金額

２０１９
年度

４，１１３千円 ５，９０７千円 ３３，１９７千円 １３，８３１千円 １８，２８９千円

２０２０
年度

２５，９７８千円 １５，２３６千円 ３９，０４８千円 １９，７４１千円 １６，５１７千円

２０２１
年度

２１，１９６千円 １２，１１３千円 ３８，４４１千円 ２０，４０８千円 １６，５４８千円

２０２２
年度

９，０２１千円 １０，０１１千円 ３８，２９５千円 ２１，５８６千円 １６，５９４千円

２０２３
年度

０円 １０，４８０千円 ３８，９１２千円 ２１，６５１千円 ３８，９８６千円※

２０２４
年度

０円 ９，９１１千円 ２７，００４千円 １８，１７２千円 ２１，６９６千円

※ＥＶバスへの車両更新に伴う費用を計上

【町田市地域コミュニティバス等補助額】

① 町田市地域コミュニティバス等
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（３）市内の交通に関する取組

３．町田市の現状について

【相原地区】
あいはらシャトル

丸山団地号

【つくし野地区】
つくし野くるり

・日常の近場の生活圏内
の移動
・バス停など最寄りの
公共交通までの移動

② 小型乗合交通実証実験運行
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（３）市内の交通に関する取組

３．町田市の現状について

1 相原地区 2 相原地区 3 本町田地区 4 つくし野地区 5 高ヶ坂・成瀬地区

事
業
の
概
要

事業名
あいはらシャトル

丸山団地号
（第1回実証実験）

あいはらシャトル
丸山団地号

（第2回実証実験）
シャトルぽんまちだ つくし野くるり さくら号

運行区間
相原駅西口
～丸山団地

相原駅西口
～丸山団地

町田市民病院
～本町田地区

北ルート：つくし野駅
～つくし野1・2丁目
南ルート：つくし野駅
～つくし野3・4丁目

成瀬駅～成瀬クリー
ンセンター

運行距離
上り：1.5km
下り：1.2km

上り：2.2km
下り：2.0km

1周4.6km

北ルート：1周
2.5km

南ルート：1周
3.5km

往路：2.1km
往路：1.7km

1日あたり
運行便数

各6便
上り：6便
下り：7便

10便 各8便 各8便

運行期間 2018年2～3月
2018年10月
～2019年9月

2019年10～12月 2020年2～3月 2020年2～3月

運
行
実
績

延べ運行便数 468便 3,133便 590便 624便 624便

延べ利用者数 466人 4,195人 300人 192人 317人

1便平均
利用者数

1.00人/便 1.34人/便 0.51人/便 0.31人/便 0.51人/便

② 小型乗合交通実証実験運行
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（３）市内の交通に関する取組

３．町田市の現状について

③ 支えあい交通

【鞍掛台買物・外出支援プロジェクト】

✓ 鞍掛台自治会が主体となり、近隣の社会福祉事業
所、高齢者支援センター等と連携し、送迎車を運
行

✓ 福祉施設送迎車の空き時間を活用

✓ 地域内を循環するルートで、 週２回（火・金曜
日） 運行日は10：30～12：50の間 に5便を
運行

✓ 互助による輸送（無償の運行）

【鶴川団地活性化プロジェクト】

✓ 社会福祉法人悠々会が鶴川セン ター名店会、東京
都住宅供給公社、鶴川2.5.6丁目団地自治会との
協力で運行

✓ 外出が困難になってしまっている方を対象に、買
物にいけるよう団地の商店街へ送迎

✓ 「グリーンスローモビリティ」に該当する電動
カートによる運行

✓ 登録制（登録料500円/年）、週３日の運行日に
利用者の予約に応じて運行する

✓ 自家用有償旅客運送（交通空白）による運行
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（３）市内の交通に関する取組

３．町田市の現状について

③ 支えあい交通【市内の支え合い交通取り組み例（町田市ヒアリング）】

団体愛称 運行地域
開始
時期

主な実施主体
協力福祉
事業所数

運行頻度 便数 法的区分 利用料 予約 主な対象者

年間
利用者数
（延べ・目

安）

くらちゃん号
鞍掛台

（西成瀬）
2019年 鞍掛台自治会 ４事業所 火・金 ５便 許可・登録を要しない 無料 × 誰でも

１，６００
人

つるかわCAP 鶴川 2019年 鶴川地域社会福祉協議会 1事業所 随時 許可・登録を要しない 無料 〇
福祉関係者等の
紹介（要支援相
当）

500人

あいあい号
（坂下）

坂下
（相原町）

2019年
坂下町内会「キャット

ウォーク」
1事業所 水 １便

（４
往復）

許可・登録を要しない 無料 〇
６５歳以上で買
い物不自由な方

１，３００
人

（坂下・元
橋併せて）

あいあい号
（元橋）

元橋
（相原町）

2019年 元橋ささえあい連絡会 1事業所 水 許可・登録を要しない 無料 〇
６５歳以上で買
い物不自由な方

鶴川団地
活性化プロジェク

ト
鶴川団地 2019年

（福）悠々会、鶴川団地
地域支え合い連絡会

1事業所
火・水・

金
の随時

自家用旅客有償運送
（交通空白地）

年間500
円

〇
福祉関係者等の
紹介（要支援相
当）

５００人

成瀬お助けたい 成瀬 2021年 地域の有志 随時
許可・登録を要しない
（生活支援サービスな
どとの一体運送）

30分500
円

〇
家族など同居者
が送迎出来ない
場合

４００人

大戸・武蔵岡買い
物移動支援

武蔵岡団地
（相原町）

2021年 地域の有志 2事業所
第1火曜
第3木曜

2便 許可・登録を要しない 無料 〇 誰でも ２５０人

かしのみ号 忠生 2022年
忠生第三自然クラブ・

町田ビューハイツ自治会・
忠生さつき自治会

3事業所 水 1便 許可・登録を要しない 無料 × 誰でも
１，３００

人

丸山団地自治会
買い物ツアー

丸山団地
（相原町）

2022年 丸山団地自治会 3事業所 金 １便 許可・登録を要しない 無料 〇
６５歳以上の自
治会員

２００人

さくら号 玉川学園 2023年
NPO法人桜実会・玉川学

園町内会
1事業所 火・金 ２便 許可・登録を要しない 無料 ×

誰でも（要会員
登録）

５００人

フリーモビリティ 鶴川 2024年 （福）悠々会 １事業所 平日 許可・登録を要しない 無料
スマホ
アプリ
予約

福祉関係者等の
紹介（要支援相
当）

６００人
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① 目的

• 市民の日常生活における活動別の移動実態や公共
交通の利用実態、公共交通の利用意向や利用する
ための条件等を把握することを目的とし、右表に
示す内容を設問とし、アンケート調査を実施

② 調査対象者

• 住民基本台帳より無作為に抽出した2,800世帯の
高校生以上

③ 調査方法

• 回答者の負担軽減等を図るため、Web回答も可能
とするためのWebページを作成し、紙調査票・
Webページ併用の回収方式

④ 調査実施期間

• 2024年11月22日（金）に紙調査票を発送、同
年12月20日（金）を回答期限とし、2025年１
月末まで回収

⑤ 回収状況

• 有効回収数は1,214世帯1,658人（オンライン：
576人、紙：1,082人）、有効回収率は43.4％
（世帯数ベース）

項目 調査内容

移動実態

⚫ １日の行動実態（普段の活動実態）
• 目的（買い物、通院、通勤・通学、
その他主要目的）別の「目的地」
「時間帯」「利用交通手段」「頻
度」「所要時間」等

意識

バス

⚫ バス交通サービス提供に対する満足
度等

• 運行本数、バス停までの所要時間等
のサービス水準に対する満足度と重
要度、バスを利用するための条件等

自動車
⚫ 自動車の利用を控える条件
⚫ 免許返納後の移動手段の利用につい

て

他手段
⚫ 利用頻度及びその変化（過去との比

較）

要望 ⚫ 取り組みに対する行政の関与度

属性

世帯
⚫ 居住地、居住年数、世帯構成、自動

車等保有状況

個人
⚫ 性別、年齢、職業、自動車運転免許

保有状況等

調査項目及びその内容

（４）市民アンケート調査結果

３．町田市の現状について

【調査実施概要】
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① 公共交通への転換意向

• 「転換できる」の回答比率は各目的で約３割程度
である。

• 「転換できない」理由のうち、「時間がかかる」
は全目的共通の理由となっているほか、買い物は
回答比率が30%以上となった「荷物が重い」、
「時間がかかる」等の理由で３目的の中で最も利
用可能性が低い。通院、通勤・通学は上記理由の
ほか、「ダイヤが合わない」、「便数が少ない」
等の理由の回答比率が高い。

24%

27%

34%

76%

73%

66%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物(n=635)

通院(n=377)

通勤・通学(n=246)

転換できる 転換できない

16%

23%

11%

20%

25%

6%

1%

54%

36%

20%

29%

13%

21%

20%

5%

1%

2%

45%

24%

24%

10%

21%

14%

9%

1%

9%

49%

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

ダイヤ（時刻等）が合わない

便数が少ない

運賃が高い

駅・バス停が遠い

目的地に行けない

時間通りに来ない

土日に運行していない

荷物が重い

時間がかかる

買い物(n=482)

通院(n=273)

通勤・通学(n=161)

目的別の公共交通利用への転換可否

※外出の際に使用する移動手段を「自動車」「バイク・原付」と回答した方が対象

目的別の公共交通へ転換できない理由

（４）市民アンケート調査結果

３．町田市の現状について
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② バスの運行に対する満足度

• 『自宅からバス停までの距離』の満足度が高い一方、路線バスが頻繁に運行されている「木曽」、「森野」
地区を除くと『運行本数』や『時間帯』といったサービス水準に対する満足度は低い傾向となった。

• 『バス停の屋根やベンチの設置状況など』といったバス利用環境に対する満足度が最も低いものの、『運行
本数』や『時刻表通りの運行』の重要度の方が高い（次頁に示す通り）。

①バスの

運行本数

②自宅か

らバス停

までの距

離

③目的地

までの所

要時間

④時刻表

通りの運

行

⑤鉄道や

他のバス

との乗継

ぎのしや

すさ

⑥バスの

行き先や

運行状況

のわかり

やすさ

⑦バス停

の屋根や

ベンチの

設置状況

など

⑧バスの

運行時間

帯

⑨バスの

運行路線

（行き

先）

⑩バスの

運賃

相原 -0.2 1.4 0.4 0.0 0.3 0.1 -1.1 -0.7 -0.2 -0.4

小山 -0.4 1.1 0.7 -0.2 0.1 0.7 -0.7 -0.5 0.1 -0.3

小山田 -1.3 0.4 0.0 1.2 0.1 0.4 -0.3 -0.6 0.3 -1.1

小野路 -0.4 1.3 0.0 0.3 0.1 0.5 -0.2 -0.5 0.0 -0.3

鶴川 -0.6 1.2 0.5 0.4 -0.2 0.3 -0.3 -0.5 0.4 0.0

金井 -0.2 1.1 0.4 0.6 0.3 0.4 -0.5 -0.4 0.1 -0.3

山崎 0.3 1.3 0.1 0.7 0.6 0.5 0.1 0.0 0.7 -0.2

木曽 0.8 1.2 0.8 0.5 0.7 0.5 -0.2 0.6 0.6 -0.1

本町田 0.3 0.7 0.5 0.3 0.4 0.4 -0.5 0.1 0.2 0.0

玉川学園 0.1 0.4 0.4 -0.1 0.1 0.8 0.2 -0.1 -0.2 0.1

森野 0.6 1.0 1.0 0.5 0.4 0.3 -0.6 0.4 0.3 0.0

原町田 0.1 0.7 0.8 0.8 0.5 0.1 -0.3 -0.1 0.3 0.0

成瀬 -0.4 1.0 0.8 0.7 0.4 0.4 -0.4 -0.4 0.4 0.1

金森 -0.5 1.2 0.4 -0.1 0.1 0.1 -0.9 -0.4 0.2 -0.1

小川 -0.8 1.3 0.6 0.4 -0.1 0.5 -0.1 -0.3 0.2 0.1

南町田 -1.0 0.7 0.4 0.0 -0.1 0.0 -0.4 -0.6 -0.1 0.1

市全体 -0.2 1.1 0.5 0.4 0.2 0.4 -0.4 -0.2 0.2 -0.1

バスの運行サービス水準に対する満足度

地区

※満足している：2、やや満足している：1、どちらでもない：0
あまり満足していない：-1、満足していない：-2 として点数化

バスの運行に関する各項目に対する満足度（右表は地区別）

（４）市民アンケート調査結果

３．町田市の現状について
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③ バスを利用するための重要項目

• 市全体として、「バスの運行本数」、「時刻表通りの運行」の回答比率が高い傾向である。

• バス利用の有無別で見ると、バス利用者は「運行本数」と「定時運行されること」を重視する傾向があり、
バス非利用者はその他に「行き先」や「バスが利用しやすくなる（バス停が近くにある）こと」を重要視す
る傾向となっている。

83%

15%

23%

39%

20%

11%

14%

31%

15%

29%

66%

30%

26%

28%

19%

19%

10%

20%

27%

29%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

バスの運行本数

自宅からバス停までの距離

目的地までの所要時間

時刻表通りの運行

鉄道や他のバスとの乗継ぎのしやすさ

バスの行き先や運行状況のわかりやすさ

バス停の屋根やベンチの設置状況など

バスの運行時間帯

バスの運行路線（行き先）

バスの運賃

バス利用者(n=389)

バス非利用者(n=796)

バスを利用するための条件（バスの利用有無別）

※バス利用者：週1日以上の利用者、バス非利用者：月1～2回以下の利用者

（４）市民アンケート調査結果

３．町田市の現状について
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④ 取り組みに対する行政の関与度

• 鉄軌道の延伸対象となる「小山田」、「小野路」、「本町田」といった地区では『鉄軌道の延伸』への関与
度が高い傾向となった。

• しかし、他の項目については、地区によって関与度に大きな差はなく、『交通が不便な地域への対応』、
『路線バスが走行できない地域での移動手段の確保』の取り組みに関与すべきといった声が特に多い。

• 誰もが移動しやすくなるよう、きめ細かな公共交通サービスの維持・確保に関する検討が必要である。

①鉄軌道の延

伸

②鉄道利用の

安全性向上

③バス利用環

境の向上

④交通が不便

な地域への対

応

⑤身近な地域

の移動手段の

充実

⑥路線バスが

走行できない

地域での移動

手段の確保

相原 3.5 4.0 4.2 4.2 3.7 4.3

小山 4.0 4.1 3.9 4.2 3.5 4.3

小山田 4.4 3.8 4.1 4.2 3.6 4.5

小野路 4.2 4.0 4.0 4.3 3.7 4.3

鶴川 3.7 4.2 4.0 4.1 3.5 4.2

金井 3.8 4.1 4.0 4.0 3.5 4.1

山崎 3.7 4.1 4.1 4.2 3.7 4.3

木曽 3.7 3.9 4.1 4.2 3.6 4.2

本町田 4.1 4.1 4.2 4.2 3.8 4.4

玉川学園 3.6 3.9 3.5 3.9 3.1 4.0

森野 3.7 4.1 3.9 4.1 3.6 4.2

原町田 3.8 4.0 4.0 4.1 3.5 4.2

成瀬 3.5 3.9 3.9 4.1 3.5 4.3

金森 3.7 3.8 4.1 4.1 3.6 4.2

小川 3.8 4.1 3.9 4.2 3.7 4.3

南町田 3.4 3.8 3.9 4.2 3.5 4.2

市全体 3.8 4.0 4.0 4.2 3.6 4.2

取り組みに対する行政の関与度

地区

※積極的に関与する必要がある：5、ある程度関与する必要がある：4
どちらでもない：3、あまり関与する必要はない：2
関与する必要はない：1 として点数化

各取り組みに対する行政の関与度（右表は地区別）

（４）市民アンケート調査結果

３．町田市の現状について
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⑤ 生活圏（買い物目的）における移動実態

• 年齢階層別で見ると、65歳以上の高齢者の約９割以上が「市内」を目的地とする移動であり、そのうち同
一地区内の移動が約６割以上を占め、65歳未満の非高齢者と比較して高い傾向である。

• 一方、目的地までの所要時間は、高齢になるほど長くなる傾向である。これは、特に75歳以上では代表交
通手段の割合で「自動車」が減少、「バス」が増加していること等が要因と考えられる。

※市全体は、年齢不明を含む
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（４）市民アンケート調査結果

３．町田市の現状について
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